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加速器で得られるミュオン（µ+）ビームは運動量分布が大きいが（~600keV）、超低速化（~0.2eV）

することで磁場顕微鏡や異常磁気能率(g-2)の超精密測定への応用が期待されている。µ+の超低速

化は 2000Kに加熱した金属箔に µ+を入射し、真空中に熱拡散してくる水素ライクなミュオニウム

（µ+ e-）の電子を光解離することで達成する。この光解離は効率的かつ µ+に余計な運動量を与え

ないために、1S-2P共鳴ライマンα光（~122.09 nm）と 355 nm光が必要である。我々は、全固体
レーザーと Kr ガス中の 2 光子共鳴 4 波混合による真空紫外光の発生方法を組み合わせることで
10 µJに迫るパルスライマン α光の発生を実証した[1]。今回、4波混合で用いる近赤外光の波長制
御に伴うライマンα光の波長掃引により、µ+ e-のライマンα共鳴波長やドップラー幅を超低速ミ

ュオンの収率から測定したので報告する。 
ライマンα光源の概要を図１に示す。4 波混合に用いる 2 光子共鳴 212.556nm 光は Nd:YGAG

セラミックを増幅媒質とした全固体レーザー[2]の第 5高調波として発生させ、同時に必要な近赤
外光は第 5高調波発生過程で得られる第 2高調波を励起光とした OPGにより発生させる構成とし
た。OPGでは波長可変Ti:Sレーザーの出力をシード光として入射し、波長制御可能な構成とした。 
発生した~4 µJのライマンα光と 355 nm光を真空中の µ+ e-熱拡散領域に照射し、解離された超

低速 µ+ の粒子数を測定した。近赤外光の波長を 820.66 nmとしたとき、最大の超低速 µ+の収率が

得られ、µ+ e-の 1S-2P共鳴波長 122.09 nmを得た。講演では近赤外光のスペクトル幅と µ+ e-のド

ップラー幅の関係や、同一光源による水素の 1S-2P共鳴波長測定についても詳細を発表する。 
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図図１	
 ライマンα光源の概要 図図２	
 ライマンα光波長に依存した 
	
 	
 	
 	
 超低速ミュオンの収量 
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